
近 代 詩 文 書 最 優 秀 作 品 （４月１２日締切分）

北澤翠香先生選評

杉
　
山
　
和
　
子
　
　
　
推
選

然
り
気
な
く
始
ま
り
、
線
の
太

細
、
粘
着
が
あ
り
、
抑
揚
の
生

き
た
巧
み
な
リ
ズ
ム
で
「
雲
の

す
が
た
」「
富
士
が
嶺
」
を
強
調

し
て
静
か
に
終
わ
る
。
日
頃
の

鍛
練
さ
れ
た
、
学
書
に
乾
杯
。

木
　
下
　
朋
　
春
　
　
　
推
選

筆
の
開
閉
が
見
事
で
、
深
い
練

度
と
沈
着
し
た
細
線
が
調
和
し
、

懐
の
広
い
バ
ネ
を
生
か
し
た
躍

動
感
、
精
神
の
高
い
安
定
と
変

化
に
富
ん
だ
多
彩
な
線
の
妙
が
、

精
力
的
で
惹
き
こ
ま
れ
る
。

塚
　
田
　
春
　
陽
　
　　

推
選

蔵
鋒
で
穂
先
の
妙
を
上
手
に
生

か
し
て
、
気
負
い
の
な
い
一
定

の
リ
ズ
ム
が
、
心
地
良
さ
を
引

き
出
し
て
い
る
。
品
格
が
あ
り
、

静
寂
さ
を
漂
わ
せ
た
風
情
は
、

魅
力
を
倍
増
し
て
い
る
。

熊
　
谷
　
櫻
　
泉
　
　　

推
選

上
手
な
方
で
す
ね
。
軽
快
な
リ

ズ
ム
で
巧
み
に
筆
を
操
り
、
漢

字
の
造
形
美
が
丁
寧
で
技
術
の

高
さ
が
窺
え
ま
す
。
懐
が
広
く

呼
吸
の
長
い
運
筆
は
明
る
く
、

爽
や
か
で
す
。
落
款
も
見
事
。
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漢 字 条 幅 最 優 秀 作 品 （４月１２日締切分）

藤田壽樹先生選評

坂
　
本
　
千
　
陽
　
　　

推
選

文
字
の
大
小
の
変
化
は
勿
論
の

こ
と
、
線
の
軽
重
を
物
の
見
事

に
表
現
し
て
お
り
心
惹
か
れ
る
。

運
筆
の
リ
ズ
ム
も
佳
調
で
、
そ

れ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
線
は
清

澄
な
趣
を
宿
し
て
魅
力
に
溢
れ

る
。

香
　
川
　
絲
　
翠
　
　　

推
選

一
行
目
を
九
文
字
に
し
た
こ
と

に
よ
り
章
法
も
し
っ
か
り
と
決

ま
り
揺
る
ぎ
な
い
。
明
る
く
暢

び
や
か
な
線
、
太
細
の
変
化
が

巧
妙
で
、
自
然
な
筆
捌
き
が
高

く
評
価
で
き
る
作
品
。

井
　
上
　
和
　
香
　
　　

推
選

日
頃
の
鍛
練
の
成
果
を
見
せ
た

熟
達
の
作
品
。
変
化
に
富
ん
だ

線
を
自
然
で
屈
託
な
く
見
せ
た

力
量
は
素
晴
ら
し
い
。
一
行
目

の
下
二
文
字
「
先
」
と
「
墓
」

が
や
や
詰
ま
っ
た
の
が
惜
し
い
。

杉
　
山
　
和
　
子
　
　
　
推
選

真
摯
な
取
り
組
み
が
伝
わ
る
よ

う
な
、
じ
っ
く
り
と
し
た
運
筆

と
悠
揚
に
暢
び
た
線
が
目
を
惹

く
。
ま
た
表
情
豊
か
な
説
得
力

の
あ
る
表
現
が
端
正
で
品
格
の

高
い
作
品
と
な
っ
た
。
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か な 条 幅 ・ か な 半 紙 最 優 秀 作 品 （４月１２日締切分）

露﨑桂子先生選評

仲
山
栄
子
　
　
師
範

高
野
切
一
種
ら
し
い

温
雅
な
線
で
迷
う
こ

と
な
く
書
か
れ
、
安

心
感
の
あ
る
作
で
す
。

墨
の
潤
渇
の
変
化
も

美
し
く
、
渇
筆
も
無

理
な
く
書
か
れ
て
い

ま
す
。

滝
本
愛
子
　
　
師
範

一
文
字
の
中
で
の
細

太
の
変
化
も
良
く
捉

え
て
、
立
体
感
が
あ

り
ま
す
。
渇
筆
部
分

の
筆
線
が
や
や
弱
く

残
念
。
ご
自
分
の
リ

ズ
ム
を
生
か
し
、
筆

を
進
め
て
下
さ
い
。

中
野
八
重
子
　
八
段

伸
び
や
か
で
澄
ん
だ

筆
線
が
爽
や
か
で
す
。

渇
筆
部
分
も
リ
ズ
ム

良
く
書
か
れ
、
紙
に

く
い
込
み
、
見
事
で

す
が
、
直
線
的
な
筆

線
が
見
ら
れ
る
事
が

あ
り
、
惜
し
い
。

酒
井
弥
生
　
　
準
八

温
か
み
の
あ
る
、
伸

び
や
か
な
線
で
楽
し

そ
う
に
書
か
れ
て
い

ま
す
が
、
少
し
筆
運

び
が
速
い
様
に
思
い

ま
す
。
原
本
に
倣
っ

て
や
や
落
ち
着
い
て

書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

柿
崎
三
津
子
　
準
七

原
本
の
端
正
な
字
形

を
よ
く
捉
え
て
運
筆

さ
れ
て
い
ま
す
。
渇

筆
に
な
る
と
や
や
滑

ら
か
さ
に
欠
け
、
惜

し
い
。
も
う
少
し
曲

線
を
意
識
し
て
書
い

て
み
ま
し
ょ
う
。

福
原
幸
子
　
　
六
段

大
ら
か
に
運
筆
さ
れ
、

伸
び
伸
び
と
し
た
温

か
さ
を
感
じ
る
作
で

す
。
字
間
の
変
化
や

行
の
動
き
が
や
や
少

な
く
残
念
。
そ
の
変

化
が
加
わ
る
と
更
に

趣
深
い
作
に
。

佐々木優子先生選評

小
　
林
　
悦
　
子
　
　
　
推
選

緩
急
の
変
化
良
く
、
思
い
の
ま

ま
に
筆
が
動
き
伸
び
や
か
な
作

品
で
す
。「
く
春
を
」少
々
墨
量

多
い
の
が
惜
し
い
。
墨
量
の
変

化
が
作
品
の
大
切
な
要
素
と
な

り
ま
す
。

赤
　
石
　
静
　
湖
　
　
　
推
選

し
な
や
か
な
線
質
で
緩
急
あ
る

筆
運
び
、
雅
印
の
位
置
も
決
ま

っ
て
余
白
の
美
し
い
作
品
で
す
。

墨
色
、
墨
量
も
良
く
考
え
ら
れ

て
表
現
さ
れ
て
い
て
見
事
で
す
。

32



漢 字 半 紙 最 優 秀 作 品 （４月１２日締切分）

江幡太瓏先生選評

宮
内
悦
子
　
　
師
範

握
り
柔
か
く
意
先
筆

後
、
太
細
（
特
に
線

が
見
せ
場
の
願
文
）

筆
勢
、
リ
ズ
ム
抜
群

で
す
。
程
良
い
渇
筆

も
効
果
あ
り
。「
耳
」

の
二
画
目
最
後
の
横

線
筆
路
が
は
っ
き
り

し
ま
せ
ん
。

芳
賀
瑲
月
　
　
師
範

筆
勢
、
落
筆
の
高
さ

起
筆
の
鋭
さ
横
画
の

突
き
上
げ「
為
」三
つ

の
転
折
の
角
度
の
違

い
。
程
良
い
二
字
の

墨
量
、
潤
渇
素
晴
ら

し
い
！ 

一
つ「
目
」の

横
角
二
本
は
着
け
た

か
っ
た
。

森
田
節
子
　
　
七
段

リ
ズ
ム
に
乗
り
潔
い

線
が
魅
力
で
す
。
細

い
線
も
上
手
に
臨
書

し
て
い
ま
す
。
残
念

な
の
は「
耳
」の
二
画

目
一
度
下
か
ら
右
に

行
き
、
そ
こ
か
ら
上

へ
行
き
横
線
三
本
で

し
ょ
う
ね
。

逵
　
美
峰
　
　
師
範

墨
量
多
く
起
筆
も
鋭

く
重
厚
感
迫
力
満
点

で
す
。
裏
返
し
て
見

て
も
墨
が
十
分
通
っ

て
い
ま
す
。
筆
圧
充

分
の
証
。「
猷
」旁
が

少
し
短
く「
為
」三
つ

目
の
転
折
は
直
ぐ
に
。

市
村
静
雅
　　

五
段

縦
線
の
伸
び
や
か
さ

勢
い
が
眼
を
引
き
ま

し
た
。
側
筆
に
な
ら

ず
腕
が
良
く
動
い
て

お
り「
父
」の
三
～
四

画
も
浮
沈
が
い
い
で

す
ね
。
お
名
前
細
す

ぎ
ま
す
。
本
文
に
あ

わ
せ
て
。

前
田
紫
苑
　
　
八
段

動
き
大
き
く
伸
び
や

か
で
勢
い
が
素
晴
ら

し
い
。
一
字
目
二
本

の
横
画
収
筆
は
も
っ

と
筆
圧
か
け
て
突
き

上
げ
が
欲
し
い
。
元

気
が
あ
っ
て
い
い
の

で
す
が
や
や
大
き
い
。

印
が
欲
し
い
で
す
。

小
室
桃
柯
　
　
準
五

一
字
目
少
し
迷
い
が

あ
り
ま
す
。
書
き
出

し
た
ら
思
い
切
り
よ

く
行
っ
ち
ゃ
い
ま
し

ょ
う
。
懐
広
く
線
も

強
く
生
き
生
き
と
し

た
作
品
で
す
が
お
名

前
は
穂
先
揃
え
て
確

り
と
。

竹
中
英
耀
　
　
六
段

落
ち
着
き
の
あ
る
筆

遣
い
の
中
に
も
内
に

秘
め
た
力
強
さ
を
感

じ
ま
す
。
起
筆
の
角

度
も
良
く
偏
と
旁
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
も
良

い
と
思
い
ま
す
。
そ

ろ
そ
ろ
印
が
欲
し
い
。

野
々
村
春
霞
　
三
段

こ
の「
耳
」が
正
解
か

と
思
い
ま
す
。
貴
女

も
握
り
柔
か
く
遅
速

の
変
化
、
浮
沈
、
リ

ズ
ム
が
素
晴
ら
し
い

で
す
。
特
に「
惟
」の

渇
筆
が
作
品
を
明
る

く
し
活
か
し
ま
し
た

ね
。

坂
東
芳
恵
　
　
準
五

動
き
あ
り
、
勢
い
も

あ
り
ま
す
が
、
少
し

観
念
的
な
所
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
横
画

二
本
の
突
き
上
げ
、

右
払
い
の
長
さ
、「
為
」

転
折
の
筆
遣
い
角
度

な
ど
。
刀
意
表
現
見

事
。

小
西
真
理
子
　
三
段

前
の
方
、
貴
女
も
三

段
？
お
二
人
共
素
晴

ら
し
い
で
す
。
願
文

の
特
徴
の
リ
ズ
ム
が

良
く
潤
渇
も
程
良
く
、

太
細
、
軽
重
が
お
見

事
で
す
。
益
々
の
ご

活
躍
期
待
し
ま
す
。

熊
本
千
恵
子
　
準
四

少
し
運
筆
速
い
が
上

手
に
羊
毛
遣
っ
て
い

ま
す
。
所
々
の
渇
筆

が
光
っ
て
い
ま
す
。

「
犬
」の
位
置
も
っ
と

上
で
す
ね
。「
為
」の

転
折
筆
圧
充
分
で
素

晴
ら
し
い
。
半
紙
選

択
一
考
を
。
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